
第１４回大島町地域公共交通活性化協議会会議結果（要旨） 

 

 

会  議  名 第１４回大島町地域公共交通活性化協議会 

開  催  日  時 令和 8年 6月 26 日（金）午後１時３０分から午後２時４５分まで 

開  催  場  所 大島町開発総合センター１階 大会議室 

開 催 方 法 オンサイト、Web 会議システムを利用したオンライン会議によるハイブリット形式 

委員出席等 

木中会長、長野職務代理、吉川委員（代理：織田）、川村委員、内山委員、首藤委員、

樫野委員、田中委員、中田委員、植松委員、倉田委員、橋本(稔)委員、辻委員、宮本委

員、平野委員、山本委員（代理：土屋）、橋本(慎)委員、藤田委員 

事務局出席者 船木事務局長、小泉事務局員、橋本事務局員 

議事・報告 

【議事】 

※議事 1から 4 は報告事項、議事 5,6 は協議事項 

 

（１）大島町における地域公共交通に関する取り組み経過について 

（２）大島町の地域公共交通を取り巻く現況について 

（３）WELAGO 三周年イベントでの電動車いす試乗体験・アンケートの実施結果 

（４）令和 7年度フィーダー補助金の交付について 

（５）地域公共交通確保維持改善事業の申請について 

（６）実証実験での取組内容について 

会  議  資  料 別添のとおり 

会  議  結  果 

【議事】 

 

（１） 大島町における地域公共交通に関する取り組み経過について 

・事務局より報告を行った 

（２） 大島町の地域公共交通を取り巻く現況について 

・事務局より報告を行った 

（３） WELAGO 三周年イベントでの電動車いす試乗体験・アンケートの実施結果 

・事務局より報告を行った 

（４） 令和 7 年度フィーダー補助金の交付について 

・事務局より報告を行った 

（５） 地域公共交通確保維持改善事業の申請について 

・事務局より報告を行った 

→全会一致で承認された 

（６） 実証実験での取組内容について 

・事務局より報告を行った 

→実施について承認された 

→運賃収受方法について事業者と協議し、以降の協議会で報告することとした 



出された主な意見 

 

【議事】 

 

（３）WELAGO 三周年イベントでの電動車いす試乗体験・アンケートの実施結果 

平野委員：イベント以外で会社やグループでの体験でも貸出を行っていただけるのか。 

→事 務 局：イベント貸し出し以外も含めた要綱の作成を検討する。 

 →平野委員：乗り心地の良いものであるため、一般の人に幅広く体験していただく

ことで、より多くの使い道が検討できると考える。 

 

倉田委員：けがをした場合の補償や保険はどうするのか。 

→事 務 局：今の段階では、電動車いすを体験してもらうことを目的としているため、 

    利用者の安全管理を含めて、要綱に盛り込んでいく必要があると考える。

実際に運用する場合は、想定される事項を検討しながら対応するつもりで

ある。 

 →長野委員：貸し出す前に保険関係をどうしていくかの検討が必要になってくる。 

       実際の運用を図る前に、他地域事例や WHILL 本社に確認するなどの調整

を行ったほうが良い。 

  →事 務 局：承知した。 

 

（６）実証実験での取組内容について（資料６ 9 ページから 13 ページ：運賃設定） 

中田委員：パターン１の場合、来島者が乗り継ぎを行う場合は従来のバス料金より割高 

になる認識でよろしいか。 

→事 務 局：ご認識のとおりである。 

 

中田委員：パターン３の場合、乗り継ぎしたい場合は、利用者側から乗り継ぎの意思表

示などのアクションを起こさないといけない仕組みとの認識でよろしいか。 

→事 務 局：乗り継ぐときは、運転手からのアナウンスや、乗客から言っていただくな

ど、双方で意思表示を行っていただくことが必要になってくる。 

前回は、バス停到着前に「乗り継ぎの方はお声がけください」と、アナ 

ウンスを行っていた。 

 →事 務 局：パターン３の運賃収受とする場合は、双方で確認をして対応することと

する。 

 

事 務 局 ：運賃設定について、3 パターンを提案しているが、この場での決定は難し 

いかと思われるため、今後事務局、バス事業者、タクシー事業者の間で協 

議し、次回以降の協議会でご報告する形でよろしいか。 

→会  長：承知した。 

問い合せ先 事務局 大島町政策推進課振興企画係 04992-2-1444 

 


